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   議事日程第６号        第１回定例会 

   平成３１年３月１５日（金）  予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第 １ 議第 ４号 平成３１年度寒河江市一般会計予算 

 〃  ２ 議第 ５号 平成３１年度寒河江市公共下水道事業特別会計予算 

 〃  ３ 議第 ６号 平成３１年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計予算 

 〃  ４ 議第 ７号 平成３１年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃  ５ 議第 ８号 平成３１年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃  ６ 議第 ９号 平成３１年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃  ７ 議第１０号 平成３１年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃  ８ 議第１１号 平成３１年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃  ９ 議第１２号 平成３１年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 １０ 議第１３号 平成３１年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 １１ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １２ 質疑・討論・採決 

 

  （総務産業常任委員会付託関係） 

日程第１３ 議第１４号 寒河江市情報公開条例の一部改正について 

 〃 １４ 議第１５号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃 １５ 議第１６号 災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について 

 〃 １６ 議第１９号 寒河江市水道事業に係る布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道 

            技術管理者の資格基準に関する条例の一部改正について 

 〃 １７ 議第２０号 市道路線の認定について 

 〃 １８ 議第２１号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 

 〃 １９ 議第２２号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 

 〃 ２０ 総務産業常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ２１ 質疑・討論・採決 

 

  （厚生文教常任委員会付託関係） 

日程第２２ 議第１７号 寒河江市立保育所設置条例の一部改正について 

 〃 ２３ 議第１８号 寒河江市市民浴場に関する条例の一部改正について 

 〃 ２４ 厚生文教常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ２５ 質疑・討論・採決 

 

日程第２６ 議第２３号 平成３０年度寒河江市一般会計補正予算（第１０号） 

 〃 ２７ 議第２４号 平成３１年度寒河江市一般会計補正予算（第１号） 
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日程第２８ 議案説明 

 〃 ２９ 委員会付託 

 〃 ３０ 質疑・討論・採決 

 〃 ３１ 議会案第１号 寒河江市議会委員会条例の一部改正について 

 〃 ３２ 議案説明 

 〃 ３３ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第６号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前１０時２０分 

 

○内藤 明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  ここで、本日の会議運営について、議会運営

委員長の報告を求めます。石山議会運営委員長。 

   〔石山 忠議会運営委員長 登壇〕 

○石山 忠議会運営委員長 本日の会議運営につ

きましては、去る３月14日、委員５名出席並び

に関係者出席のもと議会運営委員会を開催し、

協議いたしましたので、その結果について御報

告申しあげます。 

  初めに、本日追加されます案件について申し

あげます。 

  追加案件は、議第23号平成30年度寒河江市一

般会計補正予算（第10号）、議第24号平成31年

度寒河江市一般会計補正予算（第１号）、議会

案第１号寒河江市議会委員会条例の一部改正に

ついての３案件であります。 

  日程変更の詳細につきましては、お示しして

おります日程表のとおり変更となります。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申しあげ、御報告といたします。 

○内藤 明議長 お諮りいたします。 

  本日の会議運営は、議会運営委員長報告のと

おり決定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議運営は議会運営委員長報

告のとおり決定いたしました。 

  本日の会議は、議事日程第６号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 日程第１、議第４号平成31年度

寒河江市一般会計予算から日程第10、議第13号

平成31年度寒河江市水道事業会計予算までの10

案件を一括議題といたします。 

 

予算特別委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○内藤 明議長 日程第11、予算特別委員会の審
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査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長報告を求めます。阿部予算特

別委員長。 

   〔阿部 清予算特別委員長 登壇〕 

○阿部 清予算特別委員長 予算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申しあげ

ます。 

  本委員会に付託になりました案件は、議第４

号平成31年度寒河江市一般会計予算、議第５号

平成31年度寒河江市公共下水道事業特別会計予

算、議第６号平成31年度寒河江市浄化槽整備事

業特別会計予算、議第７号平成31年度寒河江市

国民健康保険特別会計予算、議第８号平成31年

度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算、議第

９号平成31年度寒河江市介護保険特別会計予算、

議第10号平成31年度寒河江市介護認定審査会共

同設置特別会計予算、議第11号平成31年度寒河

江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算、

議第12号平成31年度寒河江市立病院事業会計予

算、議第13号平成31年度寒河江市水道事業会計

予算であります。 

  ３月７日、委員全員出席のもと委員会を開会

し、質疑の後、各分科会に分担付託し審査する

ことにいたしました。 

  各分科会の審査の経過については、本日再開

されました委員会で詳しく報告されております

ので省略させていただきますが、各分科会とも

原案を了とすべきものと決した旨の報告があり

ました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑を行い、討論を終結し、採決に入りまし

た。 

  最初に、議第９号を除く議第４号、議第５号、

議第６号、議第７号、議第８号、議第10号、議

第11号、議第12号及び議第13号の９案件を一括

して採決した結果、賛成多数をもって原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第９号について採決の結果、賛成多

数をもって原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

  以上で、予算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第12、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに、議第９号を除く、議第４号平成31年

度寒河江市一般会計予算、議第５号平成31年度

寒河江市公共下水道事業特別会計予算、議第６

号平成31年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計

予算、議第７号平成31年度寒河江市国民健康保

険特別会計予算、議第８号平成31年度寒河江市

後期高齢者医療特別会計予算、議第10号平成31

年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計

予算、議第11号平成31年度寒河江市財産区特別

会計（高松、醍醐、三泉）予算、議第12号平成

31年度寒河江市立病院事業会計予算、議第13号

平成31年度寒河江市水道事業会計予算の９案件

を一括して採決いたします。 

  ただいまの９案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ９案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第４号、議第５号、議第６号、議

第７号、議第８号、議第10号、議第11号、議第
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12号及び議第13号の９案件は原案のとおり可決

されました。 

  次に、議第９号平成31年度寒河江市介護保険

特別会計予算を起立により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、議第９号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 次に、日程第13、議第14号寒河

江市情報公開条例の一部改正についてから日程

第19、議第22号辺地に係る公共的施設の総合整

備計画の一部変更についてまでの７案件を一括

議題といたします。 

 

総務産業常任委員会 の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○内藤 明議長 日程第20、総務産業常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  総務産業常任委員長報告を求めます。伊藤総

務産業常任委員長。 

   〔伊藤正彦総務産業常任委員長 登壇〕 

○伊藤正彦総務産業常任委員長 総務産業常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、３月７日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第14号から議第16

号まで及び議第19号から議第22号までの７案件

であります。 

  審査に入る前に、審査の都合上、初めに議第

20号の審査を行い、次に議第14号から議第16号

まで、議第19号、議第21号、議第22号の順で審

査することを諮り、異議なく了承され、そのよ

うに審査することに決しました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第20号市道路線の認定についてを

議題とし、当局の説明を求め、質疑に入りまし

たが、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

  次に、議第14号寒河江市情報公開条例の一部

改正についてを議題とし、当局の説明を求め、

質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「情報公開制度の適正運用を図るた

め情報公開請求権の濫用防止を規定するとのこ

とだが、本市でも濫用請求の事案が発生してい

るのか」との問いがあり、当局より「本市では

平成29年度に79件の情報公開請求を受理しまし

たが、そのうち60件ぐらいは複数の課にまたが

る事案で、同じ方が請求をするということがあ

りました。このような請求でも全て対応しなけ

ればならず、大変困惑しているというのが実情

です」との答弁がありました。 

  委員より「新たに設けた条項について具体的

に説明してもらいたい」との問いがあり、当局

より「公開決定後に閲覧方法を通知してもその

後何も連絡がない場合、当初指定した日から14

日以上の期間を置いた日時等を再度指定し通知

します。再通知によっても公開請求者が正当な

理由なくこれに応じないときは、公開したもの

とみなすとしたものです。また、この場合公開

請求者が公開を写しの方法で請求していたとき

は手数料を徴収することができるようにしたも

のです。今回の改正は、公開請求者に情報公開

制度の趣旨に沿った請求行為を求めるものとな

っています」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 
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  次に、議第15号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例の一部改正についてを議題

とし、当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「農業委員及び農地利用最適化推進

委員が能率給の支給対象になるとのことだが、

この能率給の考え方について伺いたい」との問

いがあり、当局より「能率給は当該年に農地集

積を行った面積と遊休農地を解消した面積に対

してそれぞれ単価が決まっており、面積により

補助金として農業委員会へ交付されるものです。

この制度は活動に対して交付されるというより

も、活動により達成された実績に対して報酬が

上乗せされるものです」との答弁がありました。 

  委員より「条例改正に至った経緯は」との問

いがあり、当局より「今の農業は農地が放置さ

れていたり、農家が高齢化して土地の受け手が

いなかったりという状況です。そこで、農業委

員と農地利用最適化推進委員の方から、今まで

以上に活動を活発化していただくことで問題解

決につなげようという市の考えが委員の方々と

共有できたことから、条例を改正しようとする

ものです」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第16号災害弔慰金の支給等に関する

条例の一部改正についてを議題とし、当局の説

明を求め、質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第19号寒河江市水道事業に係る布設

工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道

技術管理者の資格基準に関する条例の一部改正

についてを議題とし、当局の説明を求め、質疑

に入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、

採決の結果、賛成多数をもって原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

  次に、議第21号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の一部変更についてを議題とし、当局

の説明を求め、質疑に入りました。 

  質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「葉山市民荘敷地内の池を埋め立て

るとのことだが、その池では秋になると敷地内

で売るための野菜を洗っているようだ。池を埋

め立てても問題はないのか」との問いがあり、

当局より「敷地内の池は上と下に２つあります。

そのうち上の池は排水機能に不備があるため水

が滞留し悪臭が発生することや、葉山市民荘の

玄関近くまで入り組んでいるため、これまで何

名か池に落ちて大変危険でした。このため、今

回埋め立てて休憩スペースやテント場として新

たに活用したいと考えています。なお、下の池

は排水機能が整備されているため埋め立ては行

いません」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第22号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の一部変更についてを議題とし、当局

の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑もな

く、討論を終結し、採決の結果、賛成多数をも

って原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、総務産業常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第21、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 
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  議第14号寒河江市情報公開条例の一部改正に

ついて、議第15号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例の一部改正について、議第

16号災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改

正について、議第19号寒河江市水道事業に係る

布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに

水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部

改正について、議第20号市道路線の認定につい

て、議第21号辺地に係る公共的施設の総合整備

計画の一部変更について、議第22号辺地に係る

公共的施設の総合整備計画の一部変更について

の７案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの７案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ７案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第14号、議第15号、議第16号、議

第19号、議第20号、議第21号及び議第22号の７

案件は原案のとおり可決されました。 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 次に、日程第22、議第17号寒河

江市立保育所設置条例の一部改正について及び

日程第23、議第18号寒河江市市民浴場に関する

条例の一部改正についての２案件を一括議題と

いたします。 

 

厚生文教常任委員会 の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○内藤 明議長 日程第24、厚生文教常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  厚生文教常任委員長報告を求めます。佐藤厚

生文教常任委員長。 

   〔佐藤耕治厚生文教常任委員長 登壇〕 

○佐藤耕治厚生文教常任委員長 厚生文教常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、３月７日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第17号及び議第18

号の２案件であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第17号寒河江市立保育所設置条例

の一部改正についてを議題とし、当局の説明を

求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「なか保育所の定員が120名から160

名と、40名の増となっているが、ことし４月か

らの入所予定者数の状況はどうなっているの

か」との問いがあり、当局より「１月現在の内

定者数は、ゼロ歳児が11名、１歳児が24名、２

歳児が27名、３歳児が30名、４歳児が32名、５

歳児が29名の合計153名となっております」と

の答弁がありました。 

  委員より「なか保育所について、定員160名

に対し内定者数が153名ということは、希望者

全員が入れたということか」との問いがあり、

当局より「申込者全員の受け入れはできません

でした。特に１歳児、３歳児に申し込みが集中

し、第２希望以下の施設に回っていただいた方

もいます」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第18号寒河江市市民浴場に関する条

例の一部改正についてを議題とし、当局の説明

を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「東日本大震災による市内への避難

者数及び避難者の方の市民浴場利用数はどれぐ

らいか」との問いがあり、当局より「現在市内

には64名が避難しており、世帯数は24世帯とな

っています。また、市民浴場の利用数は平成29
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年度で延べ3,113回となっております」との答

弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、厚生文教常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第25、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第17号寒河江市立保育所設置条例の一部改

正について、議第18号寒河江市市民浴場に関す

る条例の一部改正についての２案件を一括して

採決いたします。 

  ただいまの２案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ２案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第17号及び議第18号の２案件は原

案のとおり可決されました。 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 次に、日程第26、議第23号平成

30年度寒河江市一般会計補正予算（第10号）及

び日程第27、議第24号平成31年度寒河江市一般

会計補正予算（第１号）の２案件を一括議題と

いたします。 

 

議 案 説 明 

 

○内藤 明議長 日程第28、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  ただいまは、平成31年度寒河江市一般会計予

算を初め、特別会計、企業会計の予算及び条例

等を御可決いただきまして、まことにありがと

うございます。 

  それでは、議第23号平成30年度寒河江市一般

会計補正予算（第10号）及び議第24号平成31年

度寒河江市一般会計補正予算（第１号）につき

まして、関連がございますので、一括して御説

明を申しあげたいと思います。 

  このたびの補正予算２件については、平成31

年度に実施を予定しておりました柴橋地区多世

代交流センター整備事業が平成30年度の国の補

正予算対象事業として採択されたことから、平

成30年度事業として実施するためのものでござ

います。 

  初めに、議第23号平成30年度寒河江市一般会

計補正予算（第10号）についてでございますが、

国の地方創生拠点整備交付金を活用し、柴橋地

区多世代交流センターを整備するため３億

9,911万7,000円を計上するものでございます。 

  この歳出予算に対する歳入については、国庫

支出金を１億9,955万8,000円、市債を１億

9,950万円追加するなどし対応するものでござ

います。 

  その結果、予算総額を歳入歳出それぞれ205

億3,964万2,000円とするものでございます。 

  また、議第24号平成31年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）につきましては、ただいま

御説明申しあげましたように、柴橋地区多世代
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交流センター整備事業を平成30年度事業として

実施することに伴い、同事業に係る予算３億

9,911万7,000円を減額するものでございます。 

  この歳出予算に対する歳入については、国庫

支出金1,770万8,000円、県支出金1,770万8,000

円、繰入金7,960万1,000円、諸収入2,000万円、

市債２億6,410万円をそれぞれ減額し対応する

ものでございます。 

  その結果、予算総額を歳入歳出それぞれ193

億88万3,000円とするものでございます。 

  以上、補正予算２件について御説明申しあげ

ましたが、詳細につきましては関係課長から御

説明申しあげますので、よろしく御審議の上、

御可決賜りますようお願い申しあげる次第でご

ざいます。 

  以上であります。 

○内藤 明議長 安達財政課長。 

   〔安達 徹財政課長 登壇〕 

○安達 徹財政課長 私からは、補正予算２件の

歳出を除く部分について一括して説明を申しあ

げます。 

  このたびの補正予算は、柴橋地区多世代交流

センター整備事業を、平成30年度の国の補正予

算を活用し、平成30年度予算で実施することに

より財政負担の軽減につなげるものであります

ので、その点を含めて説明を申しあげます。 

  議第23号平成30年度寒河江市一般会計補正予

算（第10号）の歳入につきまして、予算書の６

ページ、７ページの事項別明細書をごらんくだ

さい。 

  対応する平成31年度予算との比較をあわせて

申しあげます。 

  13款２項１目総務費国庫補助金は、事業費の

２分の１の額を地方創生拠点整備交付金として

計上するものでございます。平成31年度の国庫

及び県補助金、スポーツ振興くじ助成金の合計

額が5,541万6,000円でありますので、１億

4,414万2,000円の増となります。 

  １つ飛びまして、20款１項７目の社会教育施

設整備事業債の追加であります。 

  国の交付金を充てた後の全額に補正予算債を

活用できますので、上限額を計上いたしました。 

  平成31年度の額が２億6,410万円であります

ので、6,460万円の減となります。補正予算債

は元利償還金の50％に相当する額を後年度にお

いて普通交付税の基準財政需要額に算入する措

置がある有利な起債でございます。 

  戻りまして、18款１項１目繰越金でございま

す。 

  10万円未満の金額の市債を発行できないこと

から、不足する額を繰越金で対応することとい

たしました。平成31年度の一般財源が7,960万

1,000円でありますので、7,954万2,000円の減

となります。 

  以上申しあげたように、財政負担の軽減につ

ながるものと考えております。 

  続きまして、４ページの第２表、繰越明許補

正でございます。 

  予算が成立しました後からの着手になります

ので、事業の年度内完了が困難なため、平成31

年度に全額を繰り越すものでございます。 

  次に、５ページの第３表、地方債補正でござ

います。 

  歳入の20款で説明を申しあげました市債を追

加するため、限度額を変更するものでございま

す。 

  次に、議第24号平成31年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）の歳入につきまして、予算

書の５ページ、６ページの事項別明細書をごら

んください。 

  13款２項２目民生費国庫補助金及び14款２項

２目民生費県補助金は、放課後児童クラブ部分

の整備に係る補助金ですが、歳入の減に対応し

た全額を減額するものでございます。 

  17款１項１目財政調整基金繰入金は、減額す

る歳出に充てた一般財源の減額に対応するため、
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同基金からの繰り入れを減額するものでござい

ます。 

  19款６項４目のスポーツ振興くじ助成金は、

屋内運動場部分の整備に係るものですが、歳出

の減に対応し、全額を減額するものでございま

す。 

  20款１項７目の社会教育施設整備事業債につ

いても、同様の理由で減額するものでございま

す。 

  次に、４ページの第２表、地方債補正ですが、

市債の減額に対応するため限度額を変更するも

のでございます。 

  以上でございます。よろしくお願いします。 

○内藤 明議長 高林生涯学習課長。 

   〔高林雅彦生涯学習課長 登壇〕 

○高林雅彦生涯学習課長 私からは、歳出につい

て御説明申しあげます。 

  初めに、議第23号平成30年度寒河江市一般会

計補正予算（第10号）の歳出につきまして、予

算書により御説明申しあげます。 

  予算書８ページ、９ページをごらんください。 

  10款教育費４項社会教育費４目公民館費、公

民館管理運営事業ですが、柴橋地区の地域コミ

ュニティーと地域づくりの拠点施設として、屋

内運動場、放課後児童クラブ施設及びコミュニ

ティスペースを備えた複合施設であります柴橋

地区多世代交流センターの建物建設や外構工事

等を行うもので、13節建築工事監理業務委託料

として781万円、15節工事請負費として３億

8,062万円、18節備品購入費として1,068万

7,000円を計上するものであります。 

  次に、議第24号平成31年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）の歳出につきまして、予算

書により御説明申しあげます。 

  予算書７ページ、８ページをごらんください。 

  10款教育費４項社会教育費４目公民館費、公

民館管理運営事業ですが、ただいま御説明いた

しました議第23号平成30年度寒河江市一般会計

補正予算（第10号）に計上することにより、同

額の予算を減額するものです。 

  以上、よろしくお願い申しあげます。 

 

委 員 会 付 託 

 

○内藤 明議長 日程第29、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第23号及び

議第24号については、会議規則第37条第３項の

規定により委員会付託を省略したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第30、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  初めに、議第23号について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第24号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより、議第23号平成30年度寒河江市一般

会計補正予算（第10号）を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、議第23号は原案のとおり可決されま
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した。 

  次に、議第24号平成31年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、議第24号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○内藤 明議長 日程第31、議会案第１号寒河江

市議会委員会条例の一部改正についてを議題と

いたします。 

 

議 案 説 明 

 

○内藤 明議長 日程第32、議案説明であります。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議会案第１号

については、会議規則第37条第３項の規定によ

り提案理由の説明を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、提案理由の説明を省略することに決

しました。 

 

質疑・討論・採決 

 

○内藤 明議長 日程第33、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議会案第１号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより、議会案第１号寒河江市議会委員会

条例の一部改正についてを採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議会案第１号は原案のとおり可決さ

れました。 

 

発言の申し出 

 

○内藤 明議長 この際、遠藤智与子議員、石山 

忠議員、 登代子議員、杉沼孝司議員、工藤

吉雄議員から発言の申し出がありますので、こ

れを許します。遠藤智与子議員。 

   〔遠藤智与子議員 登壇〕 

○遠藤智与子議員 このたび、私は、寒河江市議

会議員を退任いたします。発言の機会をいただ

きまして、まことにありがとうございます。 

  私は、２期８年の短い期間でしたが、寄せら

れた市民の皆さんの声を市政に届け、ともに実

現するため活動してまいりました。 

  ８年前の３月11日には、未曽有の被害をこう

むった東日本大震災が発生し、本市でも停電な

どで混乱を呈しました。１カ月先に市議選を控

えての選挙活動は難しいものとなりました。こ

のようなとき選挙どころではないのではないか、

被害の実態をつかんで解決するための活動を優

先するべきではないか、予定されていた個人演

説会をどうするかなどなど、ろうそくの明かり

の中でけんけんがくがく話し合いをしたことを

きのうのことのように覚えております。福島や

宮城から寒河江に避難してきた人々のお話を伺

ったり、子供さんたちに文房具を届けたりしな

がら、防災に力を入れることも公約に掲げ、何

とか当選することができました。 

  初めての一般質問では、足が震え、口から心
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臓が飛び出すのではと思うほどの緊張感でいっ

ぱいでした。それでも、みんなの本当の幸せ、

ただこの一点だけを求めて邁進してまいりたい

と思いますと挨拶すると、「いいぞ」のやじが

飛びました。会議録に「（「いいぞ」の声あ

り）」としっかり刻まれております。それ以降、

毎回の質問が記録されているこの８年間の会議

録は、私の宝物となっています。未熟で心残り

もたくさんある質問でしたが、市民の皆さんの

代弁者であることを忘れずにと取り組んだ、精

いっぱいの言葉でした。その言葉から、市民の

皆さんの数々の願いをすくいとり、実現に力を

注いでいただいた市長、そして執行部の皆様に

心から感謝申しあげます。 

  御存じのように、私の夫は７期28年間寒河江

市議として活動してきました。その退任の挨拶

を読んでみると、29歳で市議になり、自分が今

や一番の古株になっていること、体調のせいで

58歳で退任するけれども、皆さん私より早く死

なないようにと呼びかけておりました。その夫

が2016年７月に膵臓がんで亡くなりました。68

歳でした。二人三脚で歩んできた伴侶の死が、

私の心を深い喪失感に陥れました。動揺し、気

力の減退に苦しみながら、残された任期だけは

全うしようと力を振り絞ってまいりました。 

  たくさんの方からやめるのは早い、もっと続

けてほしいとの声が寄せられるたび、自分の弱

さに歯ぎしりする思いでもあります。今はバト

ンを渡すべき後継者の当選に力を尽くし、議会

の一角を照らす明かりが消えないようにと願っ

ているところであります。 

  最後になりますが、市民の皆様とここにいら

っしゃる全ての皆様の御多幸と、寒河江市と寒

河江市議会の発展を心から御祈念いたします。

そして、とりわけお世話をおかけしました議会

事務局の皆様に感謝を申しあげ、御礼の言葉と

いたします。本当にありがとうございました。 

○内藤 明議長 石山 忠議員。 

   〔石山 忠議員 登壇〕 

○石山 忠議員 まず初めに、本議場において御

挨拶の場を設けていただきました議会の皆様、

市長を初め当局の皆様に心から感謝申しあげま

す。 

  私は、議員活動の指針として、市民生活の安

定を図るために微力ながら活動を続けてまいり

ました。そのことが行政の充実と寒河江市の発

展につながるとの思いからであります。議会に

おける一般質問や委員会、分科会において、多

くの課題について論議、提言させていただきま

した。時には不十分な質問や意見で不愉快な思

いを招いたこともあるかと思いますが、お許し

をいただきたいと思います。 

  これからは地域住民として寒河江市の発展の

ため努力してまいりますので、これまで以上の

御厚誼を賜りたく存じます。 

  子供から年寄りまで安心して元気に暮らせる

まちづくりを第一に、「さくらんぼと歴史が育

む スマイルシティ 寒河江」の実現のため、

佐藤寒河江市長を先頭に当局の皆様、議員各位

の御活躍と全市民の御健勝を願い、御挨拶とい

たします。これまでありがとうございました。 

○内藤 明議長  登代子議員。 

   〔 登代子議員 登壇〕 

○ 登代子議員 平成最後の３月議場におきま

して、私の勇退の挨拶をさせていただきます。 

  私は、１期目、市民の安心・安全なまち、２

期目、緑豊かなまちづくり、そして３期目は明

るい未来と活力のある寒河江を目指してをスロ

ーガンに掲げ、行政へのパイプ役になろうと決

意いたしまして、平成19年５月から３期12年、

寒河江市議会議員として務めさせていただきま

した。初当選いたしまして、奥山幸助寒河江選

挙管理委員会委員長から議員バッジをいただい

たときの感激は、私の人生の中で忘れることの

できないものでありました。と同時に、市民の

皆さんからいただいた一票一票の重さを絶対忘
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れてはならないと心に誓い、歩んでまいりまし

た。 

  これまで、寒河江市議会議員として務めるこ

とができましたのは、佐藤洋樹市長を初め、行

政各位と議員の皆様方のお力添えのたまもので

あると思っております。この場をおかりいたし

まして、心からの感謝と御礼を申しあげます。 

  今までの議員活動の思い出を一言で言い尽く

すことはできませんが、平成20年９月には儒学

と国際仮面舞踏会で知られる姉妹都市、韓国の

安東市を訪問いたしました。仮面舞踏会は寒河

江市の田植踊ともよく似ており、農耕の状況を

表現された仮面舞踏会を拝見いたしまして、大

変親しみを感じてまいりました。そして、懇親

会の席におきましては、日本の伝統芸能の謡曲

を工藤吉雄議員が歌い、私は日本の民謡の中で

も名曲と知られる寒河江市の民謡「菊と桔梗」

を歌わせていただきました。（「よかったよ」の

声あり）ありがとうございます。異国での、日

本の伝統芸能を披露することができましたこと

は、私にとってこの上ない喜びでありました。 

  平成21年７月の神奈川県寒川町では、勇壮な

みこしの祭典「浜降祭」に参加いたしました。

姉妹都市の表敬訪問を通じて伝統文化の交流を

させていただきましたことに感謝申しあげます。 

  ちょうど２期目を目指す平成23年３月11日、

東日本大震災が東北地方を襲いました。光陰矢

のごとしとは申しますが、本当に月日のたつの

は早いもので、あれから８年が過ぎました。２

万人ものとうとい人の命を奪ったあの大惨事は、

いまだに私の脳裏から離れることがありません。

自然災害はいつ起こるかわからないもの。絶対

風化させてはならないと思っております。 

  本市では、このことを踏まえ、市庁舎を初め

公共施設等の耐震化工事を実施し、災害に強い

まちづくりの推進を図られ、議会におきまして

は平成23年から議会中継のインターネットの配

信や県内初のタブレットの導入により、市民に

わかりやすい開かれた議会としての議会改革、

活性化が実施されました。私といたしましても

時代の先端についていくのは非常に大変なこと

でしたが、皆さんの御指導により何とか使いこ

なすことができるようになったと思っておりま

す。 

  常任委員会や会派の行政視察から、先進地の

政策を手本に一般質問をさせていただきました。

その中でもフローラ・ＳＡＧＡＥの「さんで～

すて～じ」は、平成26年６月２日オープニング

いたしました。平成30年４月には学びの里ＴＡ

ＳＳＨＯオープン、高齢者の足の確保としての

デマンドタクシーの運行や地域循環バスの運行、

ふるさと納税のインターネット配信、防災士の

育成、そして放課後児童クラブの充実等を本市

の施策として実施していただきました。市民か

ら寄せられた要望や提案を一般質問することに

より、実現され、市民の喜びを知らされたとき

は、寒河江市議会議員になって本当によかった

と改めて思い、議員活動に対しての頑張りにつ

ながったと思っております。 

  役職につきましても、総務文教常任委員会委

員長、決算委員長、議選監査委員、西村山広域

行政事務組合議会議員等の要職につかせていた

だきました。身に余る光栄でございました。 

  本市の喫緊の課題は、人口減少に伴う少子化

対策であります。今年の４月１日に開所される

なか保育所の敷地内にはゆうきの森、げんきの

森が開設されることになりました。心からお喜

びを申しあげます。今後とも子供を産み育てや

すい環境づくりの充実を目指していただきます

よう、よろしくお願い申しあげます。 

  最後になりましたが、私のこれからの人生は、

伝統芸能を絶やすことのないよう後継者の育成

に全力を注いでまいりたいと思っております。

寒河江市の今後のますますの発展と市民の皆様

方の御健勝を御祈念申しあげ、私の勇退の挨拶

にかえさせていただきます。ありがとうござい
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ました。 

○内藤 明議長 杉沼孝司議員。 

   〔杉沼孝司議員 登壇〕 

○杉沼孝司議員 退任することに当たりまして、

この機会を下さいました議長、そして議会の皆

さんに感謝と御礼を申しあげます。 

  私は、３期寒河江市議会議員として務めさせ

ていただきました。短いようで長いような、ど

っちがいいのかわからないような感じでありま

したが、12年間でありました。たびたび御迷惑

をおかけしたこと、そしてまた失敗したことな

どを思い出しながら、それこそ記憶に残るもの

と思っております。御支援、御協力いただいた

市民の皆さん、市職員の皆さん、とりわけ市長

を初め幹部職員の皆さんには大変御協力いただ

きまして、感謝申しあげます。大変ありがとう

ございました。 

  私が市議会議員になろうとしたきっかけは、

まず山西米沢線でありました。そして、私が寒

河江に今の場所、市立病院の隣に来たときには、

全く道路が狭くて、砂利道で、しかし車はどん

どん通るというふうな時代でありました。そし

てまた、その道路とともに平塩橋のかけかえが

きっかけでありました。１つは完成させていた

だきましてまことにありがとうございました。

橋のかけかえもしねえでお前やめんのかって言

われたものなどもありますが、この辺でやめる

んだと、どうも御苦労さまでしたと言っていた

だける方、まだやめるなという方もおりますが、

それらを決算しまして、今回勇退というふうな

ことに決めました。 

  最後に、市民の皆様の幸せと寒河江市のます

ますの発展、市長を初め職員皆様の活躍と御健

康、御健勝をお祈り申しあげまして結びといた

します。どうもありがとうございました。 

○内藤 明議長 工藤吉雄議員。 

   〔工藤吉雄議員 登壇〕 

○工藤吉雄議員 発言の機会をいただきましたこ

とに感謝申しあげ、一言御礼申しあげます。 

  私、平成19年４月の統一地方選挙において初

当選以来、３期12年間の議員活動を経験させて

いただきました。好きです寒河江市をスローガ

ンとして、生まれてよかった、住んでよかった、

こうした寒河江市をつくりたい、そんな思いを

心の柱として議員活動を続けてまいりました。 

  この間、建設経済常任委員長、議選監査委員、

議会運営委員長を務めさせていただきました。

これも、御支援いただいた多くの市民の皆様方、

同僚議員の皆様、そして市執行部の皆様の温か

い御支援と御協力のたまものであり、深く感謝

申しあげます。ありがとうございます。 

  今は人口減少、高齢社会化が速度を増してき

ています。子育て世代の定住策の充実こそが人

口減少、高齢化率の鈍化への良薬と各自治体が

競い合うのも理解できるところです。こうした

施策に積極的に質問、提言するのも議員の仕事

と思ってきたところです。この世代のお母さん

に伺いました。今の寒河江市、すごいです。３

人目の子育てには特にうれしいですと。 

  また、議員になりたてのころはなかった議会

基本条例、策定の一員として委員会に入り検討、

市民に理解を得られる議会を目指し議論、条例

施行されました。今まではなかった議会報告会

を公民館分館単位で開催することも、条例の中

の一事業でした。今では２巡回目の開催となっ

ているところです。親しみやすい議会、理解を

得られる議会としての議員活動の姿に一歩近づ

いたのではと考えているところです。そして、

住んでよかった寒河江市に、何よりも議会を身

近に感じていただき、予算、決算をどのような

形で議論されたかを知っていただくことの一助

となってきたものだと思っております。私自身

も、市民の皆様と話す機会が多くなったと実感

してきたところです。 

  最後になりますが、寒河江市そして寒河江市

議会の御隆盛、御発展を願い、加えて市民の皆
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様のお幸せを心から御祈念申しあげ、感謝御礼

の言葉とします。大変ありがとうございました。 

○内藤 明議長 この際、市長からも発言の申し

出がありますので、これを許します。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 平成31年第１回定例会は議員の

皆様にとりまして、現在の任期での最後の定例

会になりますので、閉会の前にお時間をいただ

き一言御挨拶を申しあげたいと思います。 

  まず、２月26日に開会されました今定例会に

おきまして、本会議並びに各委員会等を通して

長時間にわたり慎重に御審議を賜り、衷心より

敬意と感謝を申しあげる次第であります。おか

げをもちまして平成31年度予算及び条例改正等

の議案並びに本日追加提案申しあげました補正

予算について、原案のとおりそれぞれ御承認、

御可決、御同意を賜りましたこと、深く感謝申

しあげる次第であります。ありがとうございま

した。 

  さて、市政の発展と市民の福祉向上のために

議論を重ねてこられました皆さんの任期もいよ

いよ迫ってまいったわけであります。この４年

間は、先ほど御挨拶にもありましたが、首都圏

への一極集中の是正と人口減少対策に、国と地

方が結束して地方創生を中心とした取り組みを

始めて、成果を積み上げてきた期間であったか

というふうに思います。また、この11日で８年

となった東日本大震災からの教訓を生かして、

近年頻発する自然災害の猛威に備えて、安全で

安心な社会基盤の整備を、ハード、ソフト両面

から構築してきた期間でもあったというふうに

思っております。一方、本市を取り巻く景気動

向については緩やかな回復基調を見せて、雇用

情勢も改善し、地方経済がようやく元気を取り

戻しつつある時期でもあったかと思います。 

  こうした情勢を踏まえて、平成28年３月、

「さくらんぼと歴史が育むスマイルシティ」を

将来都市像とする第６次寒河江市振興計画を策

定し、とりわけ人口減少対策を最重点課題とし

て取り組んでまいったわけであります。これま

で議員各位と議論を交えながら切磋琢磨し進ん

でこられましたこと、心から感謝御礼を申しあ

げたいと思います。 

  ただいまは遠藤智与子議員、石山 忠議員、

 登代子議員、杉沼孝司議員、工藤吉雄議員

の皆様より、大変感銘的な、そして含蓄のある

御挨拶をいただきました。また、内藤 明議長

におかれましても御勇退なされると伺っている

ところであります。６名の皆様には、本当に長

きにわたって市政の発展、そして市民の福祉増

進に注いでこられましたその御努力に、改めて

深く感謝と敬意を表する次第でございます。 

  ぜひ、皆様には今後とも健康に充分御留意を

いただいて、在任中と変わることなく寒河江市

の新たなひと・まちづくりに御指導、お力添え

を賜りますよう心からお願いを申しあげる次第

であります。改めて、これまでの御厚情に衷心

より御礼を申しあげます。本当にありがとうご

ざいました。 

  また、引き続き御出馬なされる皆様におかれ

ましては、来る市議会議員選挙において御健闘

いただき、再びこの議場でお目にかかれますよ

う、心から御祈念を申しあげる次第であります。 

  最後になりますけれども、本議会冒頭の施政

方針の説明でも申しあげましたが、人口減少対

策を初め安心・安全なまちづくり、そして元気

な寒河江づくりなどなど、本市の喫緊の課題解

決に向けて、より一層英知を結集して実効性の

ある対策を講じていくことが求められているわ

けであります。今後とも市民福祉向上のために

全力で取り組んでまいる所存でありますので、

引き続き皆様方の御指導、お力添えを賜ります

ようお願いを申しあげ、御挨拶とさせていただ

きます。本当にありがとうございました。 
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   閉    会    午前１１時３６分 

 

○内藤 明議長 これにて平成31年第１回寒河江

市議会定例会を閉会いたします。 

  大変御苦労さまでございました。 

 


